
１．分煙施設設置費助成 予算要求額(案) 40,000千円
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熊本市分煙施設設置費助成対象区域（案）

対象区域 路上禁煙区域
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市道紺屋今町辛島町第１号線



令和4年（2022年）6月8日（水）
生活安全課

【調査期間】令和4年（2022年）5月26日（木）～6月2日（木）
【受付件数】1,061件

Q1　年代

項目 回答数 割合

19歳以下 6 0.6%

20歳代 53 5.0%

30歳代 209 19.7%

40歳代 306 28.8%

50歳代 233 22.0%

60歳代 181 17.1%

70歳代 68 6.4%

80歳以上 5 0.5%

合計 1,061 100.0%

Q2　喫煙するか

項目 回答数 割合

喫煙しない 769 72.5%

喫煙する 292 27.5%

合計 1,061 100.0%

Q3　灰皿撤去後の印象について Q4　（改善したと答えた方）具体的にどのように変わったか

回答数 割合 回答数 割合

417 39.3% 329 43.8%

283 26.7% 253 33.7%

171 16.1% 133 17.7%

190 17.9% 36 4.8%

1,061 100.0% 751 100.0%

Q6　（悪くなったと答えた方）具体的にどのように変わったか

回答数 割合

36 7.2%

232 46.6%

211 42.4%

19 3.8%

498 100.0%

その他　⇒（Q５へ）

吸い殻のポイ捨てなどごみが減った

項目

受動喫煙を受けにくくなった

道端でタバコを吸う人が減った

道端でタバコを吸う人が増えた

特に変化は感じない

わからない

合計 合計

公設灰皿撤去後の印象についてのアンケート（結果概要）

環境が改善した

環境が悪くなった

項目

吸い殻のポイ捨てなどごみが増えた

合計

その他　⇒（Q７へ）

項目

受動喫煙を受けやすくなった
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Q５　（改善したと答えた方）　「その他」　の具体的内容

Q７　（悪くなったと答えた方）　「その他」の具体的内容

Q８　その他意見（主な意見）

・溝の中に吸殻を捨てる人を多く見かけます。
・歩きタバコが増えたように思う。
・煙草を吸う人は吸うので、決められた場所以外が無くなり、至るところに吸いがらが落ちているのが見受けら
れる。
・喫煙の場所が減った。
・お店等が好意で設置している灰皿に集まるので密になりやすい上、密を避けようと道路に広がり歩行者の邪
魔になっている。

・子どもなどいろんな人が通る道にあったので、通るときにとても嫌な気持ちになっていたが、今はそのストレス
がなくなりました。
・やはり小さい子供を連れた方などには受動喫煙の心配もありますので撤去される方が安心です。
・非喫煙者からすると、路上での喫煙は迷惑なので、今回の政策はありがたい。
・隔離して吸えるスペースがないと変なとこで吸う人の煙が流れてきて迷惑です。
・灰皿を無くしてももともと喫煙マナーがなっていない人が変わるわけではないので、歩きタバコなどマナーの
周知徹底を促してほしい。
・望まない受動喫煙を防ぐことには賛同しますが、喫煙場所を無くすことには賛同できません。吸う人、吸わな
い人の共存社会の実現を望みます。
・喫煙所がない事で逆に色んな所で喫煙する人を目にするようになった。
・喫煙者にとって灰皿がなくなると、街に行きづらくなります。マナーを皆さん守ってくれたらいいと思います。

・周りの空気が綺麗になったように感じました。
・タバコの臭いがしなくなった。
・タバコの煙を感じることが少なくなって、子供と一緒に歩くときも心配が減りました。
・不特定多数の、たむろが減って、清潔で明るいイメージが感じられる。
・撤去されてタバコを吸う人もおらず気にせず通行することができる。
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